










































( 4) a. 花子はピアノが上手だーが
b. 花子はピアノが上手だーそうだ












































ての主観的判断である」と言っている．また， Alfonso(1966 : 1067-68）は“同SOO1nvolves a 
6 この論文の目的は，「内の情報J／「外の情報Jおよび「内の助動詞」／「外の助動詞Jの違いを調べること
なので，それぞれの助動詞の意味および使用上の違いについては細かく触れない．「だろう」／「（し）そう



































































しかに」は，外部にその情報が間違いないという拠り所がある場合の判断である.Alfonso (1966 : 
302）は“TASHIKANI is used when the certainty is grounded on some facts actually 
present or on some sensible experience; KITTO is used when expressing personal convic圃
tion, ...”と述べている．つまり，「きっと」は話し手の内からのF 「たしかに」は外部の根拠に
基づく判断を表わすのに用いられると言えよう 10,
(13) A : あの人誰かしら
B: ｛きっと／＊たしかに｝問中さんよ




































































































あるといった意味が無いようである． Uyeno (1971 : 84）はこれらの語の に触れて， “in 
the case of the particle yo the speaker’s insistence is implied, but yo does not imply 
that what is stated is a matter of course.”と述べている．
次の例を見てみよう．











Jorden (1987 : 33）は，「よ」は“indicatesthat the speaker assumes s/he is providing the 





























(30) A : ぼくこの冬スキ｝に行くよ
B: ＊もし， きみが千子くなら， ぼくも千子くよ




















































(38) えっ，知らなかった それ本当ですか hl_，その情報が本当なら，
3-2-3. 「きっとJ／「たしかに」との共起




(40) A : 花子は今度生徒会長に立候補するよ
























(1971）を貸していただいた上野田鶴子氏に感謝の意を表わしたい. Charles M. DeWolf氏には
英語の要約でお世話になった．
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